
平
成
十
九
年
五
月
一
日
、
長
崎
市
に
新
た
な
指
定
有
形
文
化
財
が
二
つ
加
わ
り
ま

し
た
。

一
つ
は
日
見
町
の
「
養
國
寺
の
梵
鐘
」、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
元
船
町
に
あ
る
「
大

波
止
の
鉄
玉
」
で
す
。
こ
れ
で
長
崎
市
に
所
在
す
る
文
化
財
の
総
数
は
二
四
一
件
、

う
ち
市
指
定
の
文
化
財
は
一
三
〇
件
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
波
止
の
鉄
玉
」
は
、
長
崎
七
不
思
議
の
一
つ
「
鉄
砲
玉
（
て
っ
ぽ
ん
た
ま
）」

の
呼
び
名
で
知
ら
れ
、「
大
波
止
に
玉
は
あ
れ
ど
も
大
砲
な
し
」
と
俗
謡
に
歌
わ
れ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉄
玉
に
つ
い
て
は
「
大
砲
の
な
い
」
以
外
に
も
不
思
議
な
、

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に
こ
の
「
鉄
玉
」
に
親
し
ま

れ
て
い
る
方
の
な
か
に
は
、「
ど
う
し
て
「
鉄
砲
玉
」
の
名
前
で
指
定
し
な
か
っ
た
ん

だ
ろ
う
か
」
と
の
疑
問
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
文
化
財
指
定
に
先
立
ち
、
私
が
「
大
波
止
の
鉄
玉
」
の
調
査
を
し
た
経
緯

も
あ
り
、
こ
の
度
「
な
が
さ
き
の
空
」
に
寄
稿
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で
、

新
し
い
文
化
財
を
紹
介
し
、
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
疑
問
に
お
答
え
す
る
目

的
で
、
本
稿
を
記
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
「
鉄
玉
」
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
何
の
た
め
に
、
造
っ
た

の
か
、
そ
の
由
来
に
は
不
明
な
点
が
多
い
の
で
す
。
由
来
に
つ
い
て
、
一
番
多
く
伝

え
ら
れ
て
い
る
説
は
、
島
原
の
乱
（
一
六
三
七
〜
三
八
）
の
際
、
唐
通
事
　
潁
川
官

兵
衛
に
よ
り
、
あ
る
い
は
潁
川
官
兵
衛
の
指
示
に
よ
り
、
大
砲
の
玉
と
し
て
造
ら
れ

た
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
異
説

は
多
々
あ
り
ま
す
。
管
見
で
は
、

鉄
玉
に
つ
い
て
一
番
古
い
記
録

は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の

『
長
崎
夜
話
草
』
で
す
が
、
こ
れ

に
は
「
国
崩
（
西
洋
か
ら
輸
入
し

た
大
砲
）」
の
玉
と
判
断
し
、
そ
の
由
来
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
江
戸
時
代
中
頃
の
記
録
で
も
既
に
「
由
来
は
わ
か
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
長
崎
実
録
大
成
』
で
も
、
当
時
聞
き
伝

え
ら
れ
た
説
を
い
く
つ
も
記
し
た
上
で
、「
何
れ
も
虚
蕩
」
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

更
に
「
呼
び
名
」
に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
、
必
ず
し
も
「
鉄
砲
玉
」
と
は
呼
ば

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
記
録
か
ら
挙
げ
て
み
る
と
、「
玉
」「
鉄
丸
」「
鉄
玉
」

「
鉄
丸
玉
」「
石
火
矢
玉
」
…
な
ど
と
様
々
で
す
。

し
か
し
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
列
挙
し
て
も
、
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
度
は
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
、
事
実
と
し
て
わ
か
る
の
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
文
化
財
の
存
在
は
、「
い
つ
」
ま
で
遡
れ
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
の
絵
図
を
検
討
し
た
結
果
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
番
古
く
は
、
延
宝
年
間

（
一
六
七
三
〜
八
〇
年
）
末
の
製
作
と
さ
れ
る
、『
長
崎
鳥
瞰
図
屏
風
』（
箔
屋
屏
風
）

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、「
何
の
た
め
に
」
造
ら
れ
た
か
。
鉄
玉
の
寸
法
を
計
測
し
て
み
ま
す
と
、

次
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
玉

全
周

約
一
七
五
㎝

○
台
座
（
一
段
目
）
一
辺
約
七
一
、
五
㎝
、
高
約
二
七
㎝

○
玉
＋
台
座
の
総
高
　
約
七
七
、
五
㎝

こ
の
実
測
値
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
町
年
寄
高
嶋
作
兵
衛
、
乙
名
若
杉
猪
三

太
の
立
会
の
も
と
計
測
し
た
、
周
五
尺
八
寸
（
約
一
七
五
、
八
㎝
）、
台
座
　
二
尺
三

寸
五
歩
四
方
（
約
七
一
、
二
㎝
）、
高
九
寸
（
約
二
七
、
三
㎝
）、
総
高
二
尺
六
寸

（
約
七
八
、
八
㎝
）
に
近
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
記
録
は
信
憑
性
が
高
い
と

思
い
ま
す
。
寛
政
四
年
に
は
、
重
量
も
計
測
し
、
一
四
七
貫
九
二
〇
目
（
約
五
五
四
、

七
㎏
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
重
量
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
寛
政
四
年
の
記
録
と
同
等
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
玉
の
体
積
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
重
量
は
鉄
球
に
し
て
は
あ
ま
り
に

も
軽
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
指
摘
は
、
既
に
丹
羽
漢
吉
氏
が
さ
れ
て
お
り
、

氏
は
鉄
の
比
重
と
重
量
と
を
比
較
し
て
、
玉
の
内
部
が
中
空
で
あ
る
か
、
錫
な
ど
と

の
合
金
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
玉
が
非
球
体
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
（
丹
羽
漢
吉
著
・
『
史
談
切
り
抜
き
帳
』）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ど
う
も
実
用
目

的
で
の
弾
丸
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
疑
わ
し
く
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
事
実
を
も
と
に
し
て
考
え
て
み
る
と
、「
砲
」
に
使
っ
た
玉
だ
と
明
言

で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
長
崎
の
正
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

『
長
崎
実
録
大
成
』
に
使
用
さ
れ
た
用
語
、「
鉄
玉
」
を
文
化
財
の
名
称
に
し
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
意
見
が
長
崎
市
文
化
財
審
議
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

旧
来
の
愛
称
で
あ
る
、「
鉄
砲
玉
」
は
、
今
後
設
置
す
る
予
定
の
、
文
化
財
の
説
明
板

に
併
記
す
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
有
形
文
化
財
「
大
波
止

の
鉄
玉
」
の
名
称
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
正
式
名
称
を
「
大
波
止
の
鉄
玉
」、
別
称
を
「
鉄
砲
玉
」

と
し
て
、
今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
何
と
言
っ

て
も
、
こ
の
文
化
財
の
価
値
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
鉄
球
を
製

造
で
き
た
と
い
う
、
当
時
の
技
術
力
を
示
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
長
崎
港
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

に
も
価
値
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
円
山
応
挙
が
長
崎
港
を
描
く
と
き
、
レ
ザ
ノ
フ

が
来
航
し
た
と
き
、
長
崎
く
ん
ち
の
と
き
、
大
波
止
の
鉄
玉
は
そ
の
一
齣
々
々
に
姿

を
現
し
て
い
ま
す
。

以
上
で
本
稿
を
終
え
ま
す
が
、「
大
波
止
の
鉄
玉
」
に
つ
い
て
は
、
わ
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
本
稿
を
お
読
み
の
皆
さ
ん
に
は
「
大

波
止
の
鉄
玉
」
の
ほ
か
、
長
崎
市
の
文
化
財
に
少
し
で
も
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
ら
文
化
財
に
つ
い
て
何
か
ご
存
知
の
こ
と
な
ど
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
や
情
報
収
集
に
は
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
そ
の
任
務
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
方
々
、
市
民
の
方
々
の
文
化

財
へ
の
愛
護
心
や
知
識
や
記
憶
、
経
験
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
文
化
財
を
守
り
伝
え
る
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
回
の
「
大
波
止
の
鉄
玉
」
の
文
化
財
指
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
元
船
町

自
治
会
の
沢
本
国
治
会
長
ほ
か
同
町
内
各
位
よ
り
多
大
の
御
協
力
を
御
受
け
致
し
ま

し
た
の
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
崎
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

風
信

市指定有形文化財「大波止の鉄玉」

三
〇
一
号
　
平
成
十
九
年
八
月
二
十
日

「
大
波
止
の
鉄
玉
」
の
紹
介

佐
々
田
　
　
学

○
七
月
三
十
日
、
第
二
十
一
回
参
院
選
当
選
の
報
を
み
る
。
予
想
の
人
達
が
多
数
当

選
さ
れ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
が
、
同
時
に
「
今
後
、
こ
の
方
々
が
、
私
達
が
希
望

し
て
き
た
事
を
、
本
当
に
実
行
し
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
」
と
不
図
お
も
っ
た
。

○
七
月
二
十
四
日
、
十
八
銀
行
前
頭
取
藤
原
和
人
氏
、
な
ら
び
に
新
頭
取
宮
脇
雅
俊

氏
の
御
挨
拶
会
に
出
席
。
記
念
に
と
エ
ン
ジ
色
の
ワ
イ
ピ
ン
グ
ク
ロ
ス
を
戴
い
た
。

○
七
月
二
十
九
日
、
藤
間
金
弥
先
生
の
藤
栄
会
に
招
か
れ
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
舞
踊

の
美
し
さ
を
見
せ
て
頂
い
た
。

○
八
月
九
日
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
よ
り
六
十
二
年
目
と
な
る
。
私
は
其
の

時
、
福
岡
の
西
部
軍
に
い
た
。
其
の
夜
、
私
達
は
「
ア
メ
リ
カ
が
新
型
爆
弾
を
長

崎
に
落
し
た
」
と
隊
長
殿
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
十
五
日
終
戦
。
そ
れ
よ
り
一
週

間
後
、
私
は
長
崎
に
戻
っ
て
き
た
。
家
で
は
、
私
一
人
が
被
爆
者
で
な
か
っ
た
。

○
八
月
は
十
三
日
よ
り
お
盆
。
十
五
日
夜
は
「
精
霊
な
が
し
」。
そ
の
夜
は
恒
例
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
の
精
霊
流
し
実
況
を
放
映
、
家
に
帰
っ
た
の
は

夜
十
二
時
だ
っ
た
。
帰
る
途
中
「
も
ど
り
鐘
」
が
さ
び
し
く
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、

お
盆
の
感
を
一
入
ふ
か
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

○
八
月
十
六
日
、
地
獄
の
釜
の
蓋
が
あ
き
光
源
寺
の
幽ゆ

う

霊れ
ん

が
御
開
帳
に
な
る
。
長
崎

の
人
達
は
「
ウ
グ
メ
の
幽
霊
」
と
い
う
。
ウ
グ
メ
と
は
『
産
女
』
と
書
く
。
箱
書

に
延
享
三
年
と
記
し
て
あ
る
の
で
二
五
一
年
前
の
製
作
と
な
る
。
幽
霊
の
「
髪
の

毛
は
朝
鮮
か
も
じ
」、「
目
に
は
ビ
イ
ド
ロ
」、「
白
衣
を
着
せ
る
事
」
と
箱
の
蓋
に

記
し
て
あ
っ
た
。

○
十
八
日
、
今
年
も
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
国
土
交
通
省
長
崎
事

務
所
後
援
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
で
第
六
回
で
あ
る
。
今
年
は
亀
山

八
幡
宮
か
ら
佐
世
保
弓
張
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
見
学
の
説
明
を
う
け
た
後
、
福
石

観
音
、
海
軍
墓
地
を
参
拝
。
彼
杵
道
の
駅
に
立
ち
よ
り
午
後
六
時
長
崎
に
帰
っ
た
。

○
八
月
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
「
長
崎
く
ん
ち
」
奉
納
踊
の
稽
古
を
各
町
内
で
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
、
一
巡
し
て
来
て
く
れ
と
の
事
。
先
ず
近
く
の
八
幡
町
の
剣
舞

練
習
所
に
行
き
、
麹
屋
町
の
川
船
。
先
夜
は
五
島
町
ま
で
出
か
け
て
龍
踊
を
見
に

行
っ
た
。
五
島
町
で
は
会
長
さ
ん
御
夫
妻
の
案
内
で
子
ど
も
達
が
多
く
参
加
し
て

い
る
「
ジ
ャ
ば
や
し
」
を
演
奏
し
て
戴
く
。
次
の
夜

は
勇
壮
な
銀
屋
町
の
「
シ
ャ
チ
太
鼓
」、
西
浜
町
の

「
ジ
ャ
船
」
の
練
習
風
景
を
訪
ね
た
。
も
う
町
の
人
達

に
は
「
く
ん
ち
気
分
」
が
大
い
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。


